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(ロ バ ー ト ・ボ イ ル 著 作 集)」 [The Works ROBERT BOYLE

トー マ ス ・バ ー チ 著,初 版 本1774年 出版

譲理工学部准教授 中 口

そ の 後 イ タ リ ア を転 々 と して フ ィ レ ン ッ ェ で

長 期 に 滞 在 す る。 フ ィ レ ン ッ ェ で は イ タ リア

語 を学 ぶ 傍 ら、 そ の 地 に 晩 年 幽 閉 され て い た

ガ リ レオ の 「天 文 対 話 」 を知 る こ と に な る 。

異 国 の 地 で 兄 の 死 、 父 の 死 の 知 らせ を聞 い た

ボ イ ル は イ ン グ ラ ン ドに 帰 国 す るが 、 当 時 の

イ ギ リ ス は革 命 の さ な か で 混 乱 の 真 只 中 で あ

っ たが 、 幸 運 に も姉 の キ ャサ リ ン と再 会 し、

この 姉 夫 婦 との 出 会 い が 、 そ の 後 の ボ イ ル の

人 生 を 大 き く変 え る こ と に な る 。 姉 の 紹 介 か

と思 わ れ る が 、 ベ ン ジ ャ ミ ン ・ウ ォー ス リー

とい う人 物 が 、 ボ イ ル に 医 学 ・化 学 研 究 の 面

白 み を教 え た とい わ れ て い る。1649年 頃 か ら

ボ イ ル は こ れ ま で の 科 学 的 興 味 を 、 実 践 に 移

す こ とにな り、必 要 な実 験器 具 を揃 え、化 学的 ・

医 学 的 な実 験 を始 め る こ と に な る。 当 初 は 医

薬 品 の調 合 法 を核 とす る 化 学 い わ ゆ る 錬 金 術

に 興 味 を持 ち 実 験 を行 っ て い た 。 ま た ボ イ ル

を中心 とす る グル ー プが 「イ ンヴ ィ ビ ジ ブル ・

カ レ ッ ジ」 を 創 設 し、 ア ン グ ロ ー ア イ リ シ ュ

の知 識 人が 化 学 ・医 学 を中心 に科 学 の 社 会 的 ・

宗教 的 プラ ンを明確 に打 ち 出 し、 「役 立 つ知 識」

の 収 集 ・公 開 ・伝 達 ・推 論 を行 っ て い っ た 。研

究 にお け る ターニ ング ポ イ ン トは1658年 で あ る 。

この 年 ボ イ ル は実 験 助 手 に ロバ ー ト ・フ ッ ク

を雇 い 、 カ ス パ ー ・シ ョ ッ トの 著 した 「流 体

一 空 気 力 学 」 で オ ッ トー ・フ ォ ン ・ゲ ー リケ

の 製 作 した空 気 ポ ン プ の こ と を知 り、 フ ッ ク

と機 械 製 作 工 の ラ ル フ ・グ レー ト レ ッ ク と と

も に 、 よ り優 れ た 空 気 ポ ン プ を作 り、 そ の ポ

ン プ を用 い て様 々 な実 験 を行 っ た結 果 、1660

年 「NewExperimentsPhysico-mechanica,

TouchingTheSpringoftheAir,anditseffects

(空 気 の バ ネ と そ の 効 果 に関 す る 自然 学 一機

大 学 受 験 で 化 学 を 選 択 した 学 生 に とっ て 今

で も頭 に残 っ てい る式"PV=P'V'"、 これ は 「温

度 が 一 定 の と き、 理 想 気 体 の 体 積 は圧 力 に 反

比 例 す る」 とい う 内容 を表 し て お り、 この 法

則 は"ボ イ ル の 法 則"と 呼 ば れ て い る 。 こ の

法 則 を発 見 したの は イギ リスの科学 者 ロバ ー ト ・

ボ イ ル(RobertBoyle,1627-1692)で あ る。

ロバ ー ト ・ボ イ ル は 数 多 くの 論 文 を残 した が,

彼 の死 後1744年 に,聖 職 者 で あ り、古 物 研 究

家 で あ る トー マ ス ・バ ー チ(1705-1766)が

彼 の 業 績 を5冊 の 本 に ま とめ,出 版 さ れ た の

が 「TheWorksofRobertBoyle(ボ イル著 作 集)」

(図 一1)で あ る。

ロバ ー ト ・ボ イ ル(図 一2)に つ い て の 生

い立 ち を紹 介 す る と、 ボ イ ル は1626年 ア イ ル

ラ ン ド南 部 マ ン ス リー 州 の リ ズ モ アで 生 ま れ

て い る。 父 親 は 後 に コー ク 伯 に序 さ れ る リ チ

ャ ー ド ・ボ イ ル 、 母 親 は キ ャサ リ ンで あ る。

母 親 は ボ イル の妹 マ ー ガ レ ッ ト出 産 後 、 産 後

の肥 立 ち が 悪 く他 界 して し ま う 。 ボ イ ル が4

歳 に な っ た と き、 フ ラ ン ス 人 家 庭 教 師 に よ り

正 書 法 、 フ ラ ン ス語 、 ラ テ ン語 の教 育 を受 け 、

8歳 に な っ た と こ ろ で 、4歳 年 上 の 兄 フ ラ ン

シ ス と と もに イ ング ラ ン ドの イ ー トン校(144

0年 国 王 ヘ ン リ ー6世 に よっ て 設 立 され 、 後 に

裕 福 な 家庭 の 子 息 が オ ック ス フ ォー ド大 学 や

ケ ン ブ リ ッ ジ大 学 に進 学 させ る た め の養 成 校

に な っ た)に 入 り3年 間 そ こで 勉 学 に励 む こ

とに な る。1693年 に は グ ラ ン ド ・ツ ア ー(貴

族 の 子 弟 教 育 で 、 学 業 の 総 仕 上 げ を大 陸 で 行

う もの)に 出 か け て い る。 グ ラ ン ド ・ツ ア ー

で 訪 れ た ジ ュ ネ ー ブ に お い て 修 辞 学 、論 理 学 、

歴 史 、 地 理 、 数 学 を 学 ぶ こ と に な るが 、 ボ イ

ル は 数 ヶ 月 で 算 術 ・幾 何 学 をマ ス タ ー す る。
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「空気のバネとその効果 に関する自然学一機

械学的な新実験」(1662)

「フランシクス ・リヌスと トマス ・ホ ッブス

の反論 に対する,実 験に関する著者 自身の説

明法の弁論」(1662)

「懐疑的化学者」(1661)

「聖書のスタイルに関する考察」(1661)

「実験的な自然哲学の有用性 に関する考察」

(1663)

「色に関する実験 と考察」(1664)

「様々な主題に関する折々の思索」(1665)

「冷に関する新実験 と観察,即 ち冷の実験史

の始まり」(1665)

「流体静力学上のパラ ドックスが新 しい実験

によって証明される」(1666)

「形相 と質の起源」(1666)

「空気バネの重 さ,な らびにそれ らの効果 に

関する自然学一機械学的な新実験 続編」

(1669)

「事物の宇宙的性質についての諸論考 個別

的質の歴史への序章を含む」

「宝石の起源と効能に関するエッセイ」(1671)

「発散気 の異常な稀薄 さ,大 きな効果,き ま

った本性に関するエッセイ」(1672)

「自然哲学 と比べての神学の優越性」(1674)

「理性 と宗教の調和可能性についての考察」

(1675)

「様々な個別的質の機械的起源 ないしは産出

についての実験 とノー ト」(1675)

「逆エリクシルによる金の腐敗 について」

(1678)

「空気バネの重 さ,な らびにそれ らの効果 に

関する自然学一機械的な新実験 続編第二部」

「空気的な夜光体」(1680)

「超理性的な事物に関する論考」(1681)

「氷の夜光体」(1681-82)

「人間の血液,特 にその精気に関する自然史

のためのメモワール」(1684)

「物質の多孔性についての実験と考察」(1684)

「人間知性が神に対 して,特 に神の知恵 と力

に対 して払 うべ き高き崇拝」(1685)

「鉱水 に関する自然史実験史のための短いメ

械 学 的 な新 実 験)」(図 一3)を 発 表 す る 。 そ

の実 験 結 果 に対 し、 フ ラ ン シス ・リ ヌ ス が 批

判 をす る こ とにな るが 、そ れ に対 しボ イ ルは 「A

DefenceofDoctrinetouchingtheSpringand

WeightoftheAir(空 気 の重 さ とバ ネ の説 教 の

弁 論)」(図 一4)の 中 で 先 に記 した 「ボ イ ル

の法 則 」 を初 め て 公 表 す る こ とに な る 。 ボ イ

ル の 研 究 に対 す る姿 勢 は次 の 言 葉 か ら うか が

い知 る こ とが で き る 「私 は体 系 に つ い て は次

の こ と を 望 む 。 す な わ ち 、 そ の上 に立 て ら れ

るべ き理 論 の 包 括 性 に 見 合 う だ け の 十 分 な数

の実 験 に つ き合 わ せ て み る まで は 、 何 らか の

理 論 を立 て る こ と は 当 初 は見 合 わ せ るべ き だ 、

と い う こ と で あ る 」。1661年 に 公 表 し た

「ScepticalChemist(懐 疑 的 化 学 者)」で は、 古

代 ギ リ シ ャ時 代 か ら受 け継 が れ て き た 、 物 質

は土 、 火 、 空 気 、 水 の 四 元 素 か ら な る とい う

四元 説 、 これ は 中世 に 錬 金 術 師 に よ っ て 形 を

変 え、 硫 黄 、 水銀 、塩 の三 元 素 説 に移行 す るが 、

ボ イ ル は この よ う な古 い 理 論 を否 定 し、 よ り

合 理 的 な 考 え に 基 づ い て 金 を作 り出 す こ とが

可 能 で あ ろ う と考 え る 。 また ボ イ ル は 、 元 素

は実 験 的 分 析 に よ っ て の み得 ら れ 、 分 割 不 可

能 な 微 小 粒 子 で あ る に 違 い な い と主 張 し、 そ

の微 粒 子 が 何 で あ る か 同 定 す る こ と は で き な

か っ た もの の 、 混 合物 か らあ る化 合物 を区別 し、

実 験 に よ っ て そ の 化 合 物 を そ れ よ り小 さ な成

分 に分 解 で きる こ と を確 か め た 。 そ の 当 時 ボ

イ ル は原 子 と分 子 の違 い に 気 づ い て い な か っ

た が 、 化 学 に構造 的 な 考 え を導 入 した 初 め て

の科 学 者 で あ っ た こ とが わか る。

ボ イ ル の研 究 成 果 や エ ッセ イ に つ い て は 枚 挙

に 暇 は な い が 、 バ ー チ が ま と め た ボ イ ル の 著

作 集 「TheWorksofRobertBoyle」 の 内容 を示

す と以 下 の よ う に な る 。 これ を み る と、 ボ イ

ル が 単 に 自然 科 学 に の み 興 味 を抱 い て い た の

で は な く、 宗 教 的 な事 柄 に つ い て も興 味 を抱

き研 究 対 象 と して 取 組 ん で い た こ とが わ か る。

逆 に考 え る と、 そ の 当 時 は 、 社 会 の あ らゆ る

事 柄 に対 し、 宗 教 が 大 きな 影 響 力 を持 っ て い

た こ と の あ らわ れ だ と考 え た ほ うが よ い か も

しれ な い。
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も 目 を通 して い た だ きた い 。

「lsotope(同位元素)」 フランシス ・アス トン著,

初版本1922年 出版

アス トン(1877-1945)は 、1922年 に質量

分析器の発明でノーベル化学賞 を受賞 したイ

ギ リスの実験物理学者で、多 くの元素につい

ては絶対的な均一性 は存在 しないことがいつ

かは明らかになるだろう」 という予言と、あ

らゆる 「元素」は実際に(そ の名前とは反対に)

混合物であるという結論 を実証 した。元素の

質量分析法の開発は天然 における同位体の存

在割合の知識 に留 まらず、その応用は有機化

合物の構造 決定にまで応用されており。アス

トンの質量分析法の開発は化学のみならす、

医学、宇宙科学、地球化学など自然科学の広

い研究分野の発展 に大変貢献 した。著作中に

アス トン自らが開発 した世界初の質量分析計

の写真(図 一5)が 描かれているが、創造 と

努力の跡が窺い知ることができる。

最後にこの本 「TheWorksofRobertBoyle」1よ

アス トンの 「Isotope」とあわせて、西川泰治

近畿大学名誉教授の瑞宝中綬章叙勲 を記念 し、

先生の研究室 を卒業 した有志一同が、近畿大

学に寄贈 したものである。西川泰治先生は昭

和34年6月 に近畿大学理工学部に着任され、

平成8年 の3月 にご退職 されるまで近畿大学

理工学部の発展に尽力 されました。昭和59年

には長年の研究成果 「光ル ミネッセンス現象

の分析化学的研究」に対 し日本分析化学会より、

学会賞が授与 されました。また、先生は研究

活動に加 え、学科 ・学部運営など永年の教育

活動に尽力いただき、これ ら数多 くの功績 に

より平成17年10月 には日本国より瑞宝中綬章

を叙勲 されました。当初、先生の受賞を記念 し、

盛大な祝賀会等を先生の研究室の同窓会の有

志で計画 してお りましたが、体調がす ぐれな

い ということで固辞 されました。その後、先

生は体調 を崩され、平成19年9月16日 に逝去

されました。享年81歳 。心 よりご冥福 をお祈

りいたします。

モ ワ ー ル」(1684-85)

「ゆ る や か で 注 意 さ れ る こ と の な い 運 動 さ え

もが 持 つ 大 きな効 果 につ い て のエ ッセ イ」

(1685)

「特 効 薬 が 粒 子 論 哲 学 と調 和 す べ きこ と」

(1685)

「自然 の通 常 の観 念 に 関す る 自 由 な探 究 」

(1686)

「テ オ ドー ラ とデ ドモ の殉 教 」(1687)

「プ ロ テ ス タ ン トが 教 皇 派 に転 向 す べ きで は

な い そ の理 由」(1687)

「医 学 的 実 験 あ る い は大 部 分 が 薬 草 よ り簡

単 に調 剤 で きる特 選 治 療i薬集 成 」(1688)

「自然 的 事 物 の 目的 因 に 関 す る論 考 」(1688)

「多 くの 著作 の損 失 につ い ての ボ イル の通 知 」

(1688)

「医 学 的 流 体 静 力 学:あ る い は 医 薬 品 に 適 用

され た る流 体 静 力 学 」(1690)

「キ リス ト教 徒 の ヴ ァー テ ユ オ ー ソ」(1690)

「自然 学 上 の実 験 と観 察 」(1691)

「ロバ ー ト ・ボ イ ル 郷 土 に よ っ て 計 画 さ れ

開始 され た空 気 の一 般 史 」(1692)

「一 国 の 自然 史 の た め の一 般 項 目」(1692)

「慣 習 的 な宣 誓 を難 じる 自由 な論 考 」(1695)

1744年 に 出版 され た この 著 作 集 は1772年 に は

6冊 本 へ と改 定 さ れ て い る 。 そ の 後 、 ロ ン ド

ン大 学 の マ イ ケ ル ・ハ ン ター が 、 王 立 協 会 に

保 管 して あ っ た バ ー チ が 著 作 集 に 収 め な か っ

た莫 大 な草 稿 を ま と め上 げ 出版 して い る(The

WorksofRobertBoyle,EditedbyMichaelHunter

andEdwardB.Davis,14vols.,Pickering&Chatto,

1999,2000)。 そ れ に よる と、 バ ー チ の ボ イ ル

著 作 集 で と りあ げ られ な か っ た草 稿 の 中 に は、

無 心 の 手 紙 、本 の 出版 に 関 わ る 出 版 社 との や

り と り、 家 族 の 内 部 事 情 、所 有 地 の 運 営 に 関

す る や り と り、 王 政 復 古 時 の 清 算 事 業 、 カ ソ

リ ッ ク 陰 謀 事 件 に 関 す る もの 、 錬 金 術 と魔 術

に 関 す る もの 、 特 定 の 宗 教 的 側 面 に 関 す る も

の な ど が あ り、 こ れ まで の ボ イ ル と は異 な っ

た イ メ ー ジ も浮 か び 上 が っ て くる 。 科 学 史 に

興 味 が あ る 方 は 、 時 間 を か け て これ ら著 作 に
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図 一2

一

図 一3

図 一4

図 一5

寄贈本の選定にあた り、貴重なご助言 をいた

だいた、近畿大学理工学部長 宗像 恵教授、

近畿大学中央図書館 佐々木敏文氏にこの場

をお借 りしてお礼申し上げます。

参考文献:伊 藤俊太郎,村 上陽一郎編集 科

学の名著 第H期8ボ イル形相 と質の起源,

朝 日出版社(1989)

図 一1ロ バ ー ト ・ボ イ ル 著 作 集(全5巻)

図 一2ロ バ ー ト ・ボ イ ル 自 画 像

図 一3NewExperimentsPhysico-mechanica,

TouchingTheSpringoftheAir,anditseffects

(空 気 の バ ネ と そ の 効 果 に 関 す る 自 然 学 一 機

械 学 的 な 新 実 験)

図 一4ADefenceofDoctrinetouchingthe

SpringandWeightoftheAir(空 気 の 重 さ とバ ネ

の 説 教 の 弁 論)ボ イ ル の 法 則

図 一5ア ス ト ン が 開 発 し た マ ス ス ペ ク ト ル

分 析 装 置

図 一1


